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文責 山瀬  

～ビブリオバトル～ 

 １２月２２日（土）に天草市民センターで

「本とつながる！人とつながる！ビブリオ

バトル」が開催されました。天草市の高校生

８名が参加し、自分が面白いと思った本を紹

介しました。定時制からは、３年生のＫさん

と１年生のＫさんが参加しました。 

 発表順はくじで決め、３年生のＫさんは３

番目に東野圭吾の『黒笑小説』を紹介し、１

年生のＫさんは６番目に太宰治の『走れメロ

ス』を発表しました。二人とも、緊張しつつ

も本の面白さをしっかりと伝えていました。

講評では「物語を読み解いてみたい。」「知識と

語り口に魅了された。」などのお褒めの言葉も

いただきました。 

そして最も読みたい本に選ばれたのが、３年

生のＫさんが紹介した『黒笑小説』です。他の

発表者も素晴らしい発表をし、最後は笑顔で互

いの健闘をたたえ合っていることが印象的でした。 

３年生のＫさんが紹介 

『黒笑小説』  東野 圭吾（著）   

東野圭吾が描く短編の「黒い

笑い」。Ｋさんは、特に「シ

ンデレラ白夜行」がおすすめ

とのこと。舞台は、魔法がな

い中世ヨーロッパ。そんな中

で、いかにしてシンデレラは

王子のハートを射止めるの

か。おとぎ話のようにきらき

らしていないシンデレラは

大変なのです。 

１年生のＫさんが紹介 

『走れメロス』  太宰 治（著） 

太宰治の代表作「走れメロ

ス」を始め、さまざまな短編

が掲載されている。Ｋさんは

「駈込み訴え」が特におすす

め。「私」の目線で語られる

「あの人」への思いは、片思

いをしたことがある人なら

ば誰もが共感するはず。人へ

の思いは美しいだけではな

いと気づかされる作品。 

 


